インターンシップに関する契約書

株式会社○○（以下「甲」という。）　と　【学生名】◇◇◇◇（以下「乙」という。）　は、○年度に実施する就業体験（以下「インターンシップ」という。）の取扱いについて、次のとおり契約を締結する。

１.　甲は、乙を○年○月○日から○年○月○日までの期間（以下「研修期間」という。）インターンシップとして受け入れ、就業体験（以下「研修」という。）をさせることとし、その期間中、乙に対し必要な指導・助言を行う。ただし、業務の都合上、研修期間に変更が生じる場合、甲は研修期間を変更することができる。この場合においては、甲は予め乙に協議し了解を得るものとする。

２.　甲は、乙に対し、本契約に定める事項を周知するとともに、円滑な研修を進めるため必要な指導を行う。甲は乙が乙の企業活動の妨げとならないよう十分な説明を行うとともに、インターンシップに参加する乙に「誓約書」に署名・捺印させ提出させる。

３.　甲は、研修中、乙に対し、通勤費（自宅より研修場所まで）、手当（日当）、食費は支給しない。

４.　研修中の事故により乙が傷害を負った場合は、乙の加入する傷害保険（以下「保険」という。）により補償する。保険の利用等に関する必要な手続は、乙が行うものとする。なお、乙は当該保険の保険金の範囲内については甲に対する求償権を放棄する。
② 乙が甲又は第三者に損害を与えた場合は、法令に従って処理する。なお、乙は、個人賠償責任保険に加入するものとする。甲は、乙の個人賠償責任保険への加入に関する指導及び確認を行うものとする。

５.　欠務は正当な事由による場合以外は認めない。
② 乙は前項により欠務する場合は、事前に甲に申し出てその指示に従うこととする。やむを得ず事前の申し出ができない場合は、事後、速やかに甲に連絡するものとする。
③ 正当な事由による場合であっても○日以上欠務した場合、甲は研修を打ち切ることができるものとする。

６.　乙は、研修中に知ることのできた秘密を部外者に漏らしてはならない。研修終了後も同様とする。

７.　甲は乙がこの契約に違反した場合、その他研修を継続しがたい事由が生じた場合は、研修を打ち切ることができる。

８.　本契約に定めがない事項、又は疑義が生じた事項については、甲は乙の事情を勘案した上で取り扱いを決定するものとする。ただし、特に乙に重大な影響を及ぼす事項については、甲が乙と予め協議し了解を得た上で取り扱いを決定するものとする。

本契約の締結を証するため、本書２通を作成し、甲、乙記名捺印の上それぞれ１通を保管するものとする。
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